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は段階的に解体され，粒子量の高い方から順に， PL1 , PL2 , PL3 , PL4 , PL4' , PL5 の 6 種類
の分画に分離された。得られた各分画の SDS電気泳動による蛋白質の組成および結合比の分析，吸
収スベクトルおよび反応中心活性の測定などから以下のことが明らかになった。 1) P R Uは，粒子
量約700Kで， 9 種類の蛋白質から成っており，分子量40K， 39K, 31K, 25K, 22Kの蛋白質が各々 1
個， 12K と llKの蛋白質が各々 12個， 10K と 9 Kの蛋白質が各々 6 個結合していた。 2) PL1 は， 粒
子量約560K で， PRU から 10K と 9K の蛋白質が脱離した複合体であり，吸収スペクトルおよび反応
中心の活性は PRU とほとんど同じであった。 3) PL2 は，粒子量約340Kで PL1 から 39K および約
%量の12K と llKの蛋白質が脱離した複合体であった。 4) PL3 は.粒子量約160Kで， 31K, 25K, 
22Kの反応中心のサブユニット (H ， M, L) に少量の12K と llKの蛋白質が結合した複合体であった。
5) PL4 は粒子量約90Kで，反応中心のMサブユニットに12K と llKの蛋白質が，わずかに結合した
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複合体であった。 6) PLどは，粒子量約90Kで，反応中心の 3 種類のサプユニットから成っており，
吸収スペクトルも単離した反応とほとんど同じであった。しかしながら，この複合体は，光照射によ




その結果， ATPaseの α およびβ サプユニット，反応中心の Hサブユニットおよび39Kの蛋白質は，


















フィによって分離し，分析した。その結果，光反応単位は 9 種の蛋白質から成っており，分子量40K ，
39K , 31 K, 25K および22Kの蛋白質が各々 1 個， 12Kおよび11Kの蛋白質が各々 12個，また， 10K お







と， ATPaseの α およびβ サブユニット，反応中心の Hサブユニットおよび39K蛋白質はクロマトホ
ア膜の外側表面に弱く結合していること また 反応中心のMサブユニットおよびチトクローム C2 は
Hサブユニットに~'~'われ，膜中で近接して存在すること，集光性/くクテリオクロロフィル蛋白質複
合体およびユピキノンー 10蛋白質はクロマトホア膜に埋れて，膜に強固に結合していること，などが
明らかとなった口
本論文は，光合成電子伝達系のクロマトホア膜中での分子構築を明らかにするとともに，分子的機
作の解明に極めて役立つ研究内容をもっO よって，本論文を，理学博士の学位論文として十分に価値
あるものと言志める。
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